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周年記念

昨年Ⅱ月開館した県立民俗博物館は、はや開館一周年

を迎えようとしてぃる。

この間、民俗文化を専門に扱うユニークな博物館とし

て多方面の其所寺を担いなかち県民をはじめ多くの人々の

支援によって地方博物館として華々しさはないけれども

一歩一歩着実な歩みをしてきた。

これには、当博物館の開設につぃて奧田知事が rわれ

われの生活様式は急激を社会情勢の進展に伴って一変し

た。明治に、大正に、いや昭和の初期にさえ使われてぃ

た民具や資料は、近代化された今日の日常生活では全く

といっていいほど兒られなくなった。このような生活文

化財ともいうべき民俗資料を保存することも決して無意

味なことではあるまい。それどころか子孫に対するわれ

われの責務であるとさえ思う。しかし、単に保存するだ

けでは意味がない。県民に利用され、親しんでもらって

こそ意巽がある。」と述べているように、博物館の目的、

性格を明確にして、地域住民に結びつぃた博物館をとい

う今日的な地方博物館の使命と在り方を目差してきたと

いえよう。

特別テ ^ マ展によせて

地方博物館に地域の文化的士壌に根ざした個性が要求

される最近の傾向から博物館は、今後とも各専門分野へ

の分化と郷土色豊かな個性的な博物館への指向が進んで

いくであろう。豊かな歴史的、文化的背景をもつ本県に

おいてはなおさらである。したがって当民俗博物館もこ

の・一年の実績をふまえ、その反省にたつて本県ならでは

の個性豊かな博物館にしてぃきたいと老えてぃる。

このたび当博物館開館一周年の節として特別テーマ展

「大和の薬と行商」を開催することになった。

大和の売薬は戦前ほどではないが今日においてもわれ

われの日常生活の中に生きつづけてぃる。郷土の生活文

化の伝統を今日の日常生活の中から抽出して、その根づ

よい連続性、継続性を見出し民俗文化の正しい伝承をう

ながす意味から独特の伝統と土地柄を背景にしたこの r

大和の薬と行商」は絶好の郷士研究テーマの・ーつであろ

つ。

田のあちこちに靱殻をやく煙がたなびき静かに家々か

かすむ晩秋は、農家にとって一年中でもっとも喜びと安

らぎの季節である。裾からげに地下足袋、手甲脚緋に鳥

打帽、肩に大風呂敷をかついだ「大和のくすり屋さん」

が村々、家々を訪れるのもこの頃である。やわらかい陽

光をうけた縁先で世間話に花をさかせながら配置薬の入

換え左してぃるくすり屋さんの姿、そばでお土産の紙風

船に興じる子供達、このような光景は、どこでもみられ

たのどかな農村の晩秋風景であった。

民間治療薬としての大和売薬の起源は必ずしも明らか

ではないが古K から"大和はくすりどこ"といわれてい

るのは、古い薬草栽培や寺社秘薬の永い歴史とともに近

代の大和売薬行商人による大和の薬業の隆盛によるもの

であろう。

富山と並んで独特の商法にもとづく大和売薬行商は、

薬に対する信仰的ともいえる素朴な庶民心情にささえら

れて商圏が全国に及び、このことはまた民俗文化の伝播

者としての役割を果したとも考えられることから多くの

民俗研究の素材を提供するものであると思、われる。

今回の特別テーマ展をとおして、変りゆく日々の生活

の中でも、なお伝統を尊重する大和の精神風士につちか

われ、明日の創造的文化への庶民の息、吹左感得していた

だけれぱと願うものである。

終りに今回の特別テーマ展にご指導、ご協力をたまわ

つた力々に厚く御礼を申し上.げる次第である。
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★商いの方法★

大和売薬は、民俗性をもったものといえよう。それは

薬を得意先に置き、その使用分だけを集金するという、

売薬行商晒e置薬販光)のすがたのなかにみいだすこと

ができる。

奈良の配置薬販売の商圏は今日では、ほほ旧本全域に

およんでいるため、「大和の売薬」の名を知っておられ

る方が多いと恕、う。しかしその販売組織と方法につぃて

は、余り知られてぃない。

今日では、製薬業と配置業はほとんど分雜されてぃる

が、江戸時代から第二次大戦までは、二つの業務を兼ね

ることが多かったようである。

江戸期には野良仕事の合い問に製薬し、それを持って

農閑期に行商に出るといシ状態であったようだ。

行商に出るには、富山と同じように五段組の売薬行李

を背おってぃく。上段には得意帳、ソロバン、その他の

筆記具、下段には薬がっめこまれてぃる。その行李を剌

子のフロシキでつつみ肩にかけ、その上に大きなコウモ

リ傘をのせる。着物は腰でまくり上げ、下は紺バッチに

きゃは人をつけ、足元はたびにわらじである。腰には護

身にもなった大きな矢立とタバコ入れをつける。もちろ

ん交通も発達していなかったので、ほとんど徒歩であっ

た。

行商は一人で出ることもあったが、親方が何人も弟子

を連れていくこともあった。その時は常宿を起点にして

ひとりずつが近在の得意先を2、 3日まわり、また宿屋

でおちあうという出泊りの方法をとった。

得意先では、いつもきまった数量の薬を置くようにな

つている。腹薬何服、膏薬何枚と、家族の人数、最初の

使用量などから割り出してその数を決めてぃる。

集金は、'次回に得意先で使用した分だけおこなう。そ

の時期は、養蚕地ならまゆを出荷した時、稲作地域なら

.

収穫後と、その士地士地の事恬に精通し、現金収入のあ

る頃をよくこころえてした。

もちろん集金と同時に置き薬の古いもの在交換し、得

意帳に記載した量にしておく。この方法は江戸時代から0

すでに行なわれてぃた。それは、県下に残る幕末の得意

帳(懸帳・名前帳)でよくわかる。今日では、帳面は印

刷されたものであるが、当時は、長帳の下段に名前をか

き、その上に置き薬の頭文字と置き数を記載した。現在

70才以上の配置員の若い頃も、長帳に筆言きであったそ

うである。

販売の拡張左行なうことはいうまでもない。それにぱ

おもしろい方法がある。新づけ屋というこの世界で独特

の商売人が行なうことが多い。新づけ屋は、数種類の薬

を1服ずつ得意先に頼んで置いてもらう。そして再度た

ずね、得意先を定着させる。それを「オコシ」というが、

もう一度得意先をまわれぱ「マタオコシ」となる。こう

して得意をつければ、それを・一軒あたりいくらで配置員

ないし製造元に売るわけである。製造元は、自製の薬の

販売拡張のため、薬に得意先左つけ、配置員にゆずるこ

とになる。ようするに得意先を増すには、特別の業者が

あたるほどで、並々の苦労ではない。

今日では配置組合の方で調整してぃるのでそんなこと

はないが、以前にはよく1軒の家に10人以上の配置員の

持ってきた配置袋(ネ旬がならんでいたそうである。こ

のうちから自分の配置した薬を使ってもらうのに、いろ

いろと策をこうじた。そのことは、薬をつめかえる配置

袋・箱の形態の変遷からもよくわかる。壁につるすよう

にした大袋を立派なかぶせぶたの薬箱にかえ、それをた

んすの上に置くようにしたが、次から次へと持ってくる

箱をその上に置かれるため、結局下になった箱のものは

使わなくなる。そこで引き出し式の木箱が考案された。

今日ではそれがプラスチック製となっているが、その型
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は踏襲されている。

また、ゴム風船、絵暦、徳利、古くは綿絵などのおみ

やげものを持ってぃくこともあった。村の人口で子供達

が行商人をみっければ、みやげものほしさに村中つい

てまわったそうである。しかし、現在では贈答は禁止さ

れている。

得意先でも行商人を待ちのぞんでぃることもあった。

健康保険制度や店頭売薬がなかった頃は、配置薬を病い

からのがれる唯一のものと考え、その行商人を「先生」

と呼ぶ士地すらあった。

配置薬が江戸中頃から今日までひろく使われるように

なった要因は、薬自身にもある。近辺にある草根木皮を

採集し、それを煎じて飲んでいたむかしの庶民にとって、

幾種類かの薬物を合わせ、病状別にほほきまった合薬は

魅力となったことだろう。腹痛ならこのくすり、心臓病

はこれと、いくつも薬が家内に常備されてぃることは力

づよく、重宝であった。この薬が広くぃきわたるには江

戸中期から庶民社会に浸透した貨弊経済の倒きがあった

ことはいうまでもない。

★薬の製法★

配置薬も現在では店頭売薬同様、洋薬が多くなってき

たが、まだまだ和漢薬の製造が行なわれている。和漢薬

の種類として、煎薬・丸薬・振り出し・練薬などの内服

薬や、膏薬、目薬などの外用薬がある。

煎薬は、むかしは薬物を片手切り、両手切り(キザミ)

などで小切りにした。それを煎じて(煮出し)て飲む

ことは現在もかわらない。むかしの丸薬は、薬研・唐臼

・水車などで粉砕した薬物を米糊などと混ぜ、粘状にし

たものを手や製丸器で押し出したものをボンでまるめて

いたが、現在では機械でするようになった。

一方今日では見られない薬もある。目薬やマッチコウ

などはその例である。目薬といえば、水滴状のものしか

浮かんでこないが、むかしは、赤いモミのきれでつつん

でハマグリの殻に入れた丸薬状のものがあった。それを

一番清潔とされた母乳でといて、目にっけたそうであ

る。オオバクを主にしたマツチコウは板状になってぃて、

それをちぎり、ヒビやアカギレの傷口におき、あたため

た火ぱしでおさえて薬をつけたそうである。

★展示について★

↓リ、上が大和売薬の概観であるが、本展示では、「薬種

採集」から「製薬方法」「行商すか'た」「薬の広告」そ

して大和とならぶ「富山売薬のようす」左コーナー別に

使用具と従事した人々のすがたのパ才、ル・ディオラマ等

で表現した。

「薬種採集」コーナーでは、山での採集と畑での栽培

のようすを、採集カゴ・トングワなどの栽培・採集用具の

展示で表わした。「製薬方法」では、煎薬・丸薬・膏薬

・練薬をとりあげ、その製造道具と使用状況を示したバ

ネルで製法左明らかにする。「行商のすかソU のコーナ

ーでは、売薬行商人の旅立ちのようす、得意先での行商

風景をパネルで示し、売薬行李・傘などの持ち物を展示

する。「薬の広告」コーナーには、看板や宣伝用版木な

どを並べ、「富山売薬」のところでは、大和売薬との比

較のために必要な種々の用具を展示する。

別コーナを設けなかったが、奈良市西大寺の豊心丹づ

くりの用具は、特に入館者が興味を示されることだろう。

一名西大寺薬と称する豊心丹は、鎌倉時代当寺の興正菩

薩が詣人の疾苦を救うために薬を製したとのいいつたえ

があり、近年までは製造を行なってぃた。それに使用し

た製丸道具は、他所ではみられないめずらしいものであ

る。丸薬は、前述したとおり、西大寺以外では、手でまる

める製法から、明治期富山で考案された多量につくれる

手動式製丸器によって製造されるようになってぃくので、

豊心丹の製丸用具は、その過渡期に工夫された用具とい

えよう。

この道具では、手でまるめてぃたのが、ボンという2

枚のまるめ板を用いてするというようにかわってぃる。

しかし、手動式製丸器にみられる、フネやロクロはまだ

考案されていない。この他入館者が興味を抱くような道

具類は枚挙にいとまない。

本展示を通じて、・一人でも多くの方々が奈良県の民俗

文化をご理解くだされば幸いである。

(芳井敬郎・浦西勉)
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丸薬製造には、まず原料の粉末を

配合して、コネバチでこねる。

多量の薬種を粉末にするには水車

が使用された。
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,i熟Xず1'、
.

.、^、..^
]..ー^'.'^゛^^.^

ー、ー'゛'..

^

グ

,゛,
,

^

鳥辻゛

、、、

風

⑥丸薬製造(袋づめ)

( 5 )

.

、夙

仲

1ー
ー

J11

)
鼻

、
一

煕

、
、
.
一
,
一
一

、
、

ノ
゛
■

.

.
、

'
琴
:
一

、
一
逸
,
、

、
、
」
 
N
 
ギ

/
、

゛
一

、
,

ず
集

.
、

.

.

,
ー
"

.

.

.
'

1
t

ι
J
ご

一

{
.



、、'''ー

^、"ー

ーへ「ユ'C "「父や一X、~グ'゛

゛)

'

＼'ー・《、

祉,L1§ユ^、ー,ι

.

冨圏
⑦ガン封じ

来館者の声

庚申さんから身ガワりザルを借り

て軒先につるす。

阪本博子東吉野村立三河小学校六年

利、は、けん字しているうちに、ーつの所へ目をとめま

した。それは山の神です。山の神は、山の仕事に行き、

事故のないようみまもってもらうためにできた神1条です。

利、達の村でも、毎年正月の 7日、 6月の 7日、 12月の

7日に山の神におそなえします。タイ、ノコギリ、かま、

くわ、なた、そり、おみき、おみきすずなどがてんじし

てありました。そなえもののーつにソリがありましたが、

利、達の村ではおそなえしません。でも゛ゆみ゛をおそな

えします。

村の人々があつまり、木で作ります。くわを作ってい

た人は何度も「あ、おれたがよ」と言ってしなおしてい

ました。タイのいきいきしたひょうじょうを出すのもむ

ずかしく、首をひねってはゴシゴシ、むずかしそうでし

た。できあがり、すみで色をぬり、ささにひもでぶらさ

げ、できあか'りました。

おみきを毛ってきて、するめといかのやいたのをおぽ

んに入れ、ふろしきにつつみ持っていきました。きゅう

民俗博物館だよη

^
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~小学牛の作き二立巳長>.1
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゛,气
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ノ
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^^
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⑧維

な坂道をかけのぼり、やっとつきました。去年、おとと

し、さきおと年、何年もつづいているようです。木の色

毛かわり、ささもパリパリの去年のもありました。今年

作った青々としたささ、しんせんさをたもつ木。おそな

えしておがみました。下では人をたいています。私は「さ

むいからかなあ」と恕ってあたんに行くと、あとから父

がおみきとたべ物をたばってきました。「もうもってか

えるのかを、おそなえしとけへんねんやろか」と思って

いると、おっちゃんらにおさけをつぎ、いかをやきまし

た。「ふふん、そんでか、火たいとったのは」と手厶は思、

いながら、やけるのをまち食べました。ホカホカのする

めはおいしいでした。

馬 なまず(皮膚病)の全快を祈願し

て法隆寺西圓堂に奉納されたもの。.

、 A ./_三:,ノー

、ιイぢ＼、ク入^ン^・"ー'1.^、^
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梅田智香子生駒市立生駒台小学校五年三組

今と昔のさがありすぎみたい。人ときかいのちがいが、

とても大きく感じられる。今もそんな生活をしていたら、

きかいなどないだろう。今はこうがいやらでたいへんだ

けど、昔ならいいな。でも、そういうのは、いつまでも

ならこまってしまう。昔の物は自分の手で作ったものば

かりだ。昔をかんがえてみると、たいへんだということ

がわかる。木をはこぶのもながいことかかる。人間では

こんで、川でいかだをくんでながす。今ならきかいがや

つているので、そう昔のようにたいへんではない。

でも、みんな昔の物とどこかにている。昔の人のくろ

うはむだではなかったみたいだ。そろばんも、こまの数

がちがっても、こまの形は伺じだ。だから昔の人は、頭

がよかったんだろう。いろいろな物を作ってくらしてい

る。だから昔からかんがえると、今はぜんぜんかんがえ

られない。一日にしごとが・ーつしかできないのに、今は

いくらでも、なんぽでもできる。今はべんりすぎて、人

瀏がいなくてもいいようだ。むかしのような生活をして

みたい。

いっのまにか今のような生沽をしている。むかしの人

はいったいどうしたのだろう。今の生i舌はすきだろうか。
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おはき築き 一奈良県の民俗行事一
A ゛,

ーーーーーーーーーーやや0-ーー心一ーーやー・ー'ーーーーーやーーーーー'ー'ー(),
祭が近づく頃になると、竜田川と大和川の合流点にあ

みずく"

る御幣岩には、水垢離に近在の村々から頭屋が訪れ、そ

れは壮観だったという。それも十数年前からほとんど姿

を消した。河川の汚濁がひどく、被れを被い身を清める

為のものが逆の効果しかもたらさないのだから無理から
いちはら

ぬことである。平群町櫟原では、十年ほど前からやむを
みそき

えず神社(生駒山口神社)の下を流れる宮之川の街赦場で

コウリトリ(垢離取り)をするようにしたという。秋祭のそ

れは9月30日に本頭屋とケイヨニンでするのだが、それに

先立クて28日には本頭屋の庭でおはき築きが行なわれる。

頭屋は順番に村中の男子が当たるが、10.人ずつ毎年頭

屋となり、その中から1人本頭屋を選ぶ。残り9人をマ

ジリコといい、本頭屋をネ謝左するケイヨニンをまた 1人

定めておく。おはき築きはこのマジリコが行なう。先ず

長さ2メートルほどの木9本を採って来る。この木はク

1

え、漆の箸一膳と小石一つを添えなければならない。翌

日からは村人がお参りに訪れる。

10月5日は莅町共洗いと称してもち米を洗っておく。翌

6日には宵宮と10日の本祭に供える餅を搗く。この時力

マドには占縄を張り、女の人には遠慮してもらう。また、

御赦の時に拾って来た小石をーつずつ懐に入れて作業し

なければならない。一方宮守は桟のある家を除く氏子
註①

全ての家を荒神払いをして回り、御幣を 1本ずっ渡して

来る。そして最後に頭屋を訪れ、大きな御幣を2本きっ

て(作る)コモの莚を敷いた床の間に安置する。

10月9日は宵宮であるが、午後2時過ぎに頭屋から神

社への遷幸が行なわれる。頭屋が床の問の御幣を1本
すさのおのみこと

(素尋鳴尊だという)特ち、道浄めを先頭に頭屋、御供持

等と続く。その際頭屋は小餅161固をへギに挾み、麻紐で

十文字に結わえたものを懐に入れて行く。これをウロコ

モチまたはフトコロモチという。神社では宮守が待ち受

けて御霊移しをし、その後座小屋で宵宮の式が行なわれ

る。氏子は荒神払いの際に受けた御幣を持って集まり、

直会をする。この御幣は後で頭屋が集め、自分の家の天

井のツシに一年問上げておく。またフトコロモチは頭屋

の神棚に上げておくと、村人が腹痛に効くといって病人

が出た時もらいに来るという。

真夜中の丑の刻にはゴヤオクリをする。櫛稲田姫をお

送りするのだという。この時は道浄め人のほか、先走り

なる者がいて「ホーイ、ホーイ」と大声で叫びながら姫

神のお渡りを造げて回る。ゴヤオクリに出会うと命力秩豆

くなるといって村人は戸を締め、顔をのぞかせぬことに

している。頭屋とケイヨニンはそれぞれ12個のフトコロ

モチを抱え、頭屋が御幣を持ち、ケイヨニンは稲を2、

31朱頭に被って行く。神社では境内の火を全て消し、宮

守だけが神迎えをし、神殿に御霊移しをして全て力珠冬わ

る。10日の本祭には宮守が祝詞を奏上し、その後巫女が

湯立神楽を舞う。村人は笹で湯を浴び、またこの笹をも

らって帰り、丈夫に育つようにと牛馬に食べさせるとい

う。尚、おはきは一年後にモリサンに収めるそうである。

★ ★★

このおはけ立て(築き)は忌竹を立てるだけのもの、

士壇を築くものというように形態的にはかなりの相違か

ありなかちも、大分県から荻城県に至る広汎な地域に亘

つて散見される。しかし、奈良県においてはそれをオカ

リヤと称して毛おはけとは言わないようである。大和郡

山市額田部の推古神社では、 9月10日を「おはけつき」

といって餅を供えるが、これをお宮さんと言っており、

川西村結崎の「大和宮御祭礼式記ε油帳」(安永7年)に

よると「七月廿八日是迄に御はけっきおき可申候」とあ

',

Xf或
一型

.

洲符生 .'

り、ナラ、クヌギ等を

使い、杉や桧は芽が出

ないといって忌み嫌っ

た。これらの木をーケ

所に30センチほど埋め、

下部を細く上部を広く

朝顔状に立てて、側面

を竹で編み上げて竹籠

のようなものを築く 0

中には石や士を入れて

埋め尽くし、一番上に

は砂利を敷いて、そこ

之、、
、

、

^

^

1

に漆の木で作った鳥居

を立てる。またその背
、.

おはき(平群町櫟原) 後には竹筒をさしてお

く。そして周囲に砂を

敷きつめ、四隅に竹を立てて七、五、三の占縄を張る。

こうしておはきが出来上がると、宮守を招いて地鎮祭を

行なう。そのほか、この日は祭に必要なものを用意して

おく。

9月30日は朝10時から垢離取りをするが、この時小

石701固を拾い、また御手水を汲んで来る。御手水は中に

小石を3個入れておはきの傍に置いておく。尚、この日

から頭屋は夫婦別々に寝食をとる。10月1日には渡御の

儀式が行なわれる。神社で榊にくくりつけた御幣に征慮

移しをし、行列を組んで頭屋入りする。その行列は、道

浄めと称する奉仕人が鍬を持って先行し、その後本頭屋

を先頭にケイヨニン、提灯持、残りのマジリコと進む。

頭屋に着くと榊をおはきの竹筒に差し込み祀る。以後本

頭屋は毎朝海山里の珍味5 品か7配.と征畔゛酒、洗米を供
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るが、現在はコモで築いた祭壇をオカリヤと動ルている
註陸ノ

という。

おはけにつぃては、氏神の降臨を仰ぐ依代であり、祭

が神職の手に渡る以前の、氏子にゆだねられていた頃の
註f司

遺風を示すものであろうというのが大方の見解であるか

吉野氏は更に押し進めて、おはけ竹(棒)とその下の砂を

敷いた部分の組合せがおはけであり、陰陽交合を示すの

^〒寺^1、弁゛"弁゛ー^り¥弁゛Y-゛'弁■^ー゛ー^'ら?"、T'、』【ゞ芹'"゛Y、,〒十、L"'゛ーーTfト'弁゛¥ザ1-¥゛ー、〒"、り、゛,.゛・゛誓1+仟1"^゛一弁b.¥,.1、、一〒1%.Hン、弁゛・.〒A、..W゛"ー゛、、,

^

に

、殆醍州""

収穫と米の選別

.

いよいよ奈良盆地でも稲の収穫期となるが、今では農

繁期に集中して掛かる労力を軽減するため、大幅な動力

機械化がすすみ、コンバインなども購入して稲刈りから

脱殻、袋詰まで一挙に終えてしまう場合も多い。

今回は、昔の稲の収穫作業で使われた用具を収蔵資料

の中から紹介する。

0 タブネ(田舟)

ドタとかフケタと呼ばれる泥深い田で稲刈りの時に使

用した。刈り取った稲をこれに積んで泥の上を押して田

の縁まで運んだ。舟といっても泥の上を滑らせるのが主

な目的であるためか、防水にはそれほど気を配らずに製

作されている。この様な湿田は盆地周辺や大和高原など

にある山田に多く、地形的な条件により田の水はけの悪

いのが原因である。古くから潅概、排水施設が整備され

てぃた奈良盆地でも、大和川の合流点周辺の盆地底にあ

たる地域(安堵村、川西町、三宅町など)ではドタと呼

ばれる湿田が多かったが、現在では河川改修工事の結果

排水が良くなり、昔のドタは全て乾田に生れ変った。
+ウ 冒

改修以前、ドタでは裏毛として冬の麦作が出来なかっ

たので、稲の収穫の後(Ⅱ月中頃から12月はじめ)に藺

".師、

であろうとの論を展開してぃる。神の出現を性行為の象

徴とする吉野氏の発言は傾聴に値するといえる。

(松崎憲三)

註① 12H28日にも荒神払いをするという。

②原田敏明「オハケ在訪ねて」社会と伝承1

③桜井徳太郎「季節の神々」秀映出版昭和45年

④吉野裕子「祭の原1里」慶友社昭和47年

収蔵資料の紹介

ーーーー"'冊'",{一ー'ーー゛一冊一ーーーー".ーー'冊*ー・(*繪
^

草の植えつけを行ない、 7月のはじめ頃にこれを収穫し

てぃたが、この藺草は、電灯や石油ランプ以前の灯火で

あった灯心を得るために作られたものである。収穫の後、

トゥシンヒキ(藺草の芯だけを取る作業)を夜なべ仕事

にしたそうだ。この灯心は全国に出荷されて盛況を呈し

ていたが、後に石油ランプが普及すると藺草つくりも行

なわれ左くなってしまった。

稲刈りの後、束ねた稲をハザにかけ(カケネという)

15日間ほど風と日光にあて、よく乾燥させてから脱売剣乍

業に入る。江戸時代には七ンバコキが全国的に普及し、

大正時代に足踏式脱穀機が発明されるまで脱穀作業の主

役であった。

0カラサオ

さて、脱穀作業に千歯扱きを使用した場合、その構造

上どうしても級が付いたままの小さな穂先(ヤイタ)が

たくさん出て、別の方法で更に脱穀をしなけれぱならな

かったが、その時、このカラサオを使用した。

切れ落ちたヤイタだけを選別して筵の上に広げてこの
●」き「

唐竿で軽く叩くと糎がヤイタから分離するのである。普

通2人以上でこの作業をした。
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0 ツリタノミ
二

これはヤイタを選別する時に用いられた?是である。こ

れはいろんな名前(タロミとかモミドオシなと')で当館

にも数多く収集されているが、型としては、丸形と三角

形(箕と同型)と長方形に分けられる。丸形と三角形は

主に野外で用いられ小型であり、長方形のものは主に稲

屋(農家の作業場)の中で使われたようである。丸形の

ものを野外で使用する場合、竹で三脚を組み筏の・一方を

縄でつるして使用した。

0モミサガシ

脱穀した柧を天日にさらしてよく乾燥させるため、莚

の上ヘ一面に広げるのに使う。また時々下になってぃる

枳にも日があたるようモミサガシで莚の目に沿って縦に

掻きならす。

0 ドウス

よく乾燥させた釈から糎殻をはずして玄米にするのに

使用した。この作業をウスヒキといい普通2人から3 人

で押棒を押して臼を回転させ、その磨擦で糎殻がはずさ

れて臼のまわりに玄米と初殻(スリヌカという)がこぽ

れ落ちるようになっている。この時に初がよく乾燥して

いないと臼の磨擦に耐えられず米がつぶされてしまうの

で注意しなければならない。
ひ

土臼は粉を礁くのではなく、柧の殻をはずすだけなの

で土と木を材料として作られている。士臼の構造を説明

すると(写真⑨⑩⑪⑫)丸太を輪切りにしたものを士

台として、その上に竹ヒゴの囲い枠を何段にも重ね、そ

の囲いの中へ土に塩と小量の水を加えてよく混合したも
冉、[

のを入れて突固める。それに樫の木を小割にした歯

を打ち込人で臼目を付けて行くのである。士臼はたびか

さなる使用で歯が磨耗するので、 2年に一度ぐらいにウ

スヤサンカ麺って来てウスノッキカエほたはメタテと

もいう)をしたそうだ。

1

0キウス

士臼が普及するり、前に使われたと考えられるのが木臼

である。士臼のように士という問接材料を使わず、丸太

に直接のこぎりで目を切りっけてある。切りっけられた

木臼には二種類あり、上臼と下臼の接触面が士臼同様平

面で臼の目も士臼と同じものと、下臼の中央が盛り上か

り、上臼の中央がその分だけ窪んでいて目が中央から放

射状に切り付けられたものの二つである。現在当館に収

蔵されているのは後者のものが一点のみ(広陵町大垣内)

であり、士臼の収集数に比べると著しく少ない。奈良盆

地やその周辺では古老の記憶にも残っていないようで、

比較的早い時期に士臼と交替していたと考えられる。し

かし天川村山西と塩野で50年ほど前にイ舮りウスという

木臼を使用したという古老の話(当館松崎調査)を聞い

ており、盆地よりも遅くまで使用されていた木臼の様子

を窺うことが出来る。またこの臼の目は士臼と同じ形の

目であったという事で興味深い。

今回は収穫作業に関する収蔵資料の中からそのいくっ

かを紹介した。
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※使用写真注

0千歯扱き使用風景

昭和48年U月、三宅町小柳、広用平一氏協力によ

り演出撮影。

0 ツリタノミ使用風景

同上

0士臼のツキカエ風景

昭和49年2月、三郷町勢野、辰見留一氏協力によ

り演出撮影。
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近世以前の薬

私たちが服用する数多くの薬、とりわけ西洋移入の薬

を除いたわが国の古くからの伝統薬は、古代・中世以来

の歴史をもつものもある。たとえば、加賀藩の秘薬とし
,_ぜき

て知られる「紫雪」は、正倉院御物の妙薬のーつとして
、コ

遺っている。この加賀藩の紫雪は江戸時代に同藩主が藩

内の薬種の豪商に御殿薬として製造させたものであった。

この時、この秘薬の製造にあたった三豪商が、現在薬局

店、薬舗として生きつづけてぃる。薬とその製造薬種店

の脈々と続いた歴史の重みをここでも感じられる。

では、わが国の薬があゆんできた道程はどのようであ

つたのか、ここで垣問みることにしょう。

※※

わが国で人々の健康管理の薬として使用されたのは、

古くは奈良時代以前にまで遡ることができる。すなわち、

聖徳太子が四天王寺内に貧しい病人の民衆に施薬する

「施薬院」を設置したという。いうまでもなく聖徳太子か

推古元(593)年に建立したのが四天王寺である。そして、

奈良時代になって周知の聖武天皇の皇后・光明子が、聖

徳太子と同じような意図で串嘔寺内に「施薬院」を設けた。

これらはいずれも沽価薬、という名で社会福祉的な役

割をもって設けられたものであり、当時の一般民衆にと

つてこの「施しの薬」を通じてしか所謂薬を知らなかっ

たのであろう。江戸時代に残る薬草書から窺うなら、古
【1κ]け

代の民衆も野山に生繁る雑草の根や草花から彼らの生活

の知恵を通して薬草を発見し、病人等の快復への源泉と

したのであろうか。古代貴族や皇族の生活ぶりは多くの

文献史料やその過品などから語らしめることができよう

が、一般民衆の生活、とりわけここでは薬に関すること

は、ほとんど皇族や貴族の社会生活や政治の背後におい

やられてしまって明らかではない。

このように一般民衆と薬との結びつきは所謂民間薬と

しての雑草と称される草花の薬にたよるか、呪術にたよ

るしかなかったのであった。奈良時代以前から設置され

ていた施薬院も、一時平安時代に職制として定められな

かちも平安時代中葉以後は衰退していった。平安時代中

葉から安士・桃山時代に至るまで一般民衆と所謂薬と呼

ぶべき高貴なものとの結びつきは、ほとんど姿を消して

しまったといえよう。この問、所謂中世全期左通じて知

られる薬と人との繋りは「権門勢家」と称される公家・

武家・神社・仏閣の右力なものの出間(社会)だけのこ

とであった。

たとえぱ、中世の公家、西園寺公衡卿についてみると、

正和四(1315)年四月のことであるが、

次腎師進仙沼子二七丸、別一丸又相加之、

奉行人取之、更以他薄様災之

.

とあり、医師丹波守忠守朝臣が「仙沼子」14粒を進献

したことがわかる。また、 14粒の数を忌んで別に 1粒を

加えたことも窺えるのである C公衡公記」 2、「史料菓

集」所収)。ここに記された仙沼子という薬は明らかに丸

薬であったといえる。ただ、この丸薬がどれだけの大き

さで、どのような成分のものかは不詳であるが、この時

代にすでに丸薬が存在していたことが窺える。

また、興福寺の二門跡のーつである大乗院門跡(第18

代)経党の日記からも、興味ある薬の事柄が窺える。す

なわち、文安四(1U7)年九月九日の条に、

服菊花九丸也、不老不死仙薬也
二

とあり(傍点=奧野)、「菊花九丸」(キッカク丸か)と

いう丸薬の存在を知る。そして、この丸薬が、「不老不

死」の仙人になるようなききめのある霊薬と考えられて

いたのであった。さらに、伺門跡は、これより6 ケ月

遡ること四月二日には、「葛爾度子りテ服之」とみえ、葛
レ

を練って服用していたことも窺える。これはその日の記

述、つまり「此一雨日腹所労在之」という(病気にかか
レ

つた)状態であったからであろう。さらに、同年閨二月

八日には薬草を食べたと記述され、いくつかの興味ある

事柄在示してくれる(「経覚私要釦」第1、 r史料慕集」所

収)。

このように窺ってくると、私たちは公家・武家・上級

の僧侶の薬の使用のみを知るが、このように古代・中世

にあっては、一般民衆と薬との結びつきがいかに少なか

つたかを、またいかに民衆に関する史料が稀少であると

いえ推察することができる。

民衆と薬(施薬)との結びつきが聖聖徳太子や光明子、

さらに平安時代の施薬院の設置・職制の設定によって保

たれたといえようとも、民衆の生活から萌芽した所謂薬

は、近世社会をまたねばならないのであろうか。また、

文安六(1"9)年三月に大乗院門跡経覚が、今日(13日)

より「薬湯」を飲む、という漢方薬のフりダシ薬か煎じ

薬かを一般民衆も生活知識として活用してぃたのであろ

うか(「経覚私要紗」第2、「史料纂集』所収)。この場合

もこの「薬湯」がいかなるものであったか明らかでない。

ただ、推察することができるのは、古くは皇方矣・貴族

さらに武家や上層僧侶たちの中で愛用された所謂薬や施

薬、そして一般民衆が代々村や家々の伝来としての薬(こ

の場合ほとんど薬草<野山の草花・根>であり、中国渡

来の漢方薬草を主原料とはしなかったであろう)との二

つの道の成立と発展が今日のわが国の薬のあゆみではな

いだろうか。今、ここで断定はできないが、この一般民

衆の問で根をおろした薬が近世になって展開していくの

(奥野蓑雄)ではないかと考えられる。

民俗博物鮪だより
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1 体験学習講座と民俗講座〒戸年.加、閥Nt'卯声郭、一兆国邪
それに先立って7月20日、第6 回民俗講座として帝塚山★体験学習講座
短大の水木直箭氏に「大和と柳田国男と」と題する講演4月以降玩具を中心に体験学習講座を実施して来まし
をお願い致しました。柳田翁の年譜を通して翁と大和と、そのしめくくりの意味も含めて 7月27日は「水テこ

のかかわりについて触れ、更にその学風と人柄につぃてソポウ作り」、 8月24日には「手まり作り」を行ないまし

こ。「水テソポウ作り」では、長竹を渡してその切断をいくっかのエピソードを折り混ぜよがらお話し下さいま
した。

参加者にゆだねることは、狭い室内故混乱をきたすので

イ

■編集後記■

この春、'、としたことから入手した棉の苗を植

えておいたところ、いつの問にか赤みを帯びた黄

色い花がほころび、殻をはぜやして綿か顔をのぞ

かせ始めました。純白の綿毛が風に吹かれて揺れ

る動く様は、小石のゴロゴロし痩せ地には不似

合なほどに、ロマンチックな雰囲気を漂わせてぃ

}ます。来年はトゥキビを育ててみるっもりです。
(尾瀬河骨')

奈良県立民俗博
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はないかとの判断から、あらかじめ切断したもの在渡し

た為、参加者は押し棒に布を巻くだけの作業となり(こ

れとてかなり難かしそうでしたが)、もの足りないものに

なってしまったことは認めざるを得ません。今後屋外の

利用についても考えていかなければならないといえます。

「手まり作り」では大人の参加者が多く、最初はちゅう

しつつも他人のやるのにつられて全員が作るようによ

ました。最後の糸かがりは一見やさしそうでいて実り

際かなり複雑で、結局ほとんどの人が講師の方の手を煩

わす結果になりました。

★民俗講座

)柳田ブームが興ってから既に久しいが、今年は柳田翁
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★★★★おしらせ★★★★

民俗博物館の行事予定

10月10日~H月24日

特別テーマ展大和の薬と行商

10月12日民俗講座<日本の民家>

10月19日特別講演<薬のあゆみ>

10月26日体験学習講座<薬ができるまで>

U月23日体験学習講座<士臼ひき・トゥミ選別>

12月21日体験学習講座<シメナワ作り>

※体験学習講座は、午前Ⅱ時と午後2時の2 回、それそ

れ1時間あまり行ないます。民俗講座と特別講演は2階

の講義室で午後2時より行ないます。

※都合により内容など・一部変更することがあります。
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民家の移築復原について

民俗博物館を取り巻く野外展示物である民家の移築復

原工事がいよいよ始まります。今回復原される民家は、

博物館だよりⅡ-1号で紹介した旧吉川家住宅と重要文

化財である旧臼井家住宅の2棟で、旧吉川家住宅は昭和

51年3月末、旧臼井家住宅は昭和52年3月末にそれぞれ

完成する予定です。当公園における復原の方針は、部材

等の痕跡より判明しうる限り、当初の形に復原する予定

でおります。

水テッポウつくり

'ー

,利用案内

観覧時問午前9時~午後5時まで。

但し入館は午後4時30分まで。

休館日毎週月耀日(その日が祝祭日の場合は翌日)

と年末年始。

観覧料大人 100円・学生 70円・小人 50円。

20名以上団体割引。

交通機関近鉄郡山駅より奈良交通バスの矢田山町、泉

原町、矢田寺ゆきにて「矢田東山」下車。国

鉄関西本線郡山駅下車、バスセンターまで徒

歩10分、奈良交通バス「矢田東山」下車。
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